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熊野灘海域で鹿渡縄によって採捕された  

へラツノザメ，朋eα托菖αeggα花子g托α，について   
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The Beaked Dogfish，DぐL711i（L eP［（1Tltitz（L，Captured by Bottom Set  

Jong＝nein Kumano Nada Region atong the Pacific Coast ofJapan  

HiroslliKo13ÅYÅSIiI  

Faculty of Fisheries，Mie U！liversity  

From May1981to Oct．1963，OVer280 speeimens of beaked dogfish，か鋸用ね  

（・glL7TILiTLLZ．帆・ere CnUgllt from thc KumallO－N；lda rcgionillonR thc Pacific coust ofJapRn．  

during the deep bottom sctlongline fishing experiments．A study was made of the  

distribution and ecology of these beaked dogfish．  

The results（〉もtaiれed are ＄um汀Iarized as follows；   

1）A totalof42trials of deep bottom set】ongline fishing were donein depths  

ranging from200tollOOm．  

2）No difference of proportion betweem male and female could be recognized．  

3）The schoo】s of this叩eCiesin the area are composed ofimmature and sma】1  

size（leれgth ranging from40to80em〉．Therefore．itwas comeluded t】Ⅶt the main  

areas of distribution vary with the stage of maturation．  

4）The deptb range of distribution of this speciesis genera王y 300to 800m，  

butin血is area main dep症ra哨e Qf di統ributiollis from500to600m．  

5）If we apply the theory of Poisson distribution to the results of our fishing  

experiment＄，it was estimated that spatialdistributioれPatern5eem tO be at mndom．  

6〉 Allthe yea王・aroundin tもe area．the felⅥaleis superiorin comparison w羞th  

the male．  

7）The male of80ト820mmin totaIlengt壬IWa5a mature SpeCimen but the female  

of80ト820min tota11en離hl柑S animture specin鳩n．From this re＄ult，itis esti汀且te that  

the nⅥle reaehe5！憬turity at a s汀潰11er size than the fe打払Ie．   

8）One fe汀仏1e containi哺1argee握S（about35－40mnindian℃ter）carried7e脚inone si（k  

of the uterus and8絹gSin t】le Other．  

Key wor由三 Shark，eeO】ogy   
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昭和30年代に冷凍スリ身の技術が確立されて以来，それまで練製品の原料として用いられてい  

たサメ類は，加工処理に手間を要するため，業者から次第に敏速され，市場欄倦は極度に低下し  

た。しかし，敢近，サメ敷は，オキアミなどを含む遊休水産資源の申で評価が高まり，研究開発  

の盈安性が指摘され，その利用が期待されている。日本近海に生息するサメ類は，約100棟とい  

われ多くのサメ類が底曳網や延縄によって漁雅されている。ところが，これまでに行なわれたサ  

メ顆に関する研究ほ，分敷を立としたもので，資源生物学的な研究は，硬骨魚働に比べて非常に  

立ち遅れている。   

近年，サメ難は，多くの研究者によって関心が持たれつつあり，数穐のサメ粉について賛盤な  

報告が行なわれている。例えば，三河（1971），TANAKA et al．（1979），CHEN（1981）．谷内ら  

（1983）の研究がある。また，外国においては，STRASBLG（1951），FoRSTER et al．（1970）の研  

究がある。   

過日，小林ら（1982）は，熊野灘海域に生息する深海性サメ敷20穐の採捕を報告した。その中で，  

盈的に多くの海域で盈賓な地位を占める深海性サメ歎の1梯としてへラツノザメ ∂eα托ぬeggα乃££乃α  

がある。本棟は，サメ類の中でもヒレザメ C㈹軌両肌那αれ澗肝油矧加についで肝臓に含まれ  

る油盛が多く（束19舶），魚肉ほ練製品の原料となり，その利用価倦は非常に商い。関頭でも触  

れたが，将来の利用が期待できる遊休資源の1つとして本税の資源生物学的な知見を得る窓昧ほ  

大きい。   

以上の観点から，この研究は，熊野灘海域における底延縄を伺いた漁獲試験結果の解析を行な  

い，この海域におけるへラツノザメ ガeα乃fαegJα乃～£氾αの形態，分れ 生態に関する特性を明ら  

かにしようとするものである。  

資料 と方法   

資料 この研究に用いた資料は，1981年5月から1983年10月までの間に勢水丸（三豊大学水産  

学部）が行なった熊野灘海域における底進級漁塵紙験によって探挿したヘラツノサメ ガeα和才α  

eggα氾£吉和α2別個体である。成熟に関する観察は，1982年以降に採捕された個体について行なった。  

F恕1．Rough sketch of used郎ar（bottom setlongline）．   
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Fig．2．Location of the experimentalfishing ground．  

漁具と漁法 使用Lた漁具の略図をFig．1に示した。この漁具はユ0本付けの底立純を1本の  

枝経として鮭純式に50m間隔で幹純に取り付けた構造である。綾織ほ浮子と沈子によって海中で  

麗嘉するよう設計されている。投純ほ原則として17～18時頃，揚げ札は08時頃行なった。   

調査海域 Fig．2に示したように，調査淘磯は長島沖，尾驚沖および阿離碑】－の3漁場を中心  

とした熊野灘海域である。   

漁獲調査 抹捕され美勝体がどの枝札のどの釣針で釣雑ざれたかを知るため，延縄の緒収順に  

枝経と釣針に番号を付けた。   

釣石壁深度ほ，投純始点から終点までの魚群探知機による遵絞測深と稼分行なった漁具敷設位置  

の測位結果から求めた根絶の敷設深度とした。   

魚体調査 採排した個体ほ，船上あるいは実験室に搬入し，金成，体反，体蕊およぴFig．3  

に示した魚体の各部位を測定した。また，肝臓蕊盈，卵巣恥 子宮の状態，交接器の骨イヒ状態，  

精巣および貯粍のう内の精液の有無を観察した。   

歯列様式と体鱗 歯型，歯列様式を観察した。また，体鱗は，第1背鰭1rの皮膚を約1em2切  
除し実体顕微班凍償いて観察した。   

分布型の検討 底延純がある海域に敷設された場合，漁威服灘が等しい枝経でその近傍♂）魚が  

釣雑ざれるものと考えることができる。したがって，1娃の底祉札の釣孝燵魚は，ある一定の平均   
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Fig．3．MeasuredIength of various parts；n presenもSとudy．   

催（F）で分布している魚群を一窺の釣塵率（f）を持つ根絶で互に独立して釣渡されたものと考え  

ることができる。このような思考のもとに，局地的な海域における本棟の水平的な分布（分布型）  

が山梯であるか，あるいは集中型であるかをポアソン分布の理論を適用し検討した。   

ポアソン分布では，平均値（m）と分散（Ⅴ）が等しいので1となることから，これを基宣酎こして  

（Ⅴ／m）がとる他によって分布型が判定される。すなわち，  

Ⅴ／m＜1 一様分布  

Ⅴ／m＝1ランダム分布（ポアソン分布）  

Ⅴ／m＞1 集中分布  

である。  

結  果   

形態的な特徴   

体色 漉い灰色またほ噌灰色である。   

全長に対する魚体各部位の百分率 Tablelは，本穫のProportionaidimensionsを示したも  

のであぁ。また，Fig．4は，全長と体長（Distance from snout tip to upper cauda！origin）  

との関係を季節別に示したものである。相関係数は，0．98～0．99であった。また，4翠を通  

じて金個体について求めた両者の関係は次式で表わされる。  

B．L．ニー1．4961－0．851T．L．（rニ＝0牒9）   

本棟の金蔵に対する体凝の百分率はほぼ81．0％である。   

歯列様式と体鱗 歯列株式の観察ほ標本10個体について行なった。その結束Table2 に示し  

た。本棟の上敬歯は，27～31本で中央歯を有する。歯ほ小型で1尖頭で麗立しているが，両側の  

教本ほ外側に向って傾斜する。下顎歯は，右側が14～15本，左側が14～15本で中央歯を有しない。   
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Tablel．Proportionaldimensionsin pcr cent of tota））ength  
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Totalle帽th（em）  Maie 61．9  Fema】e 65．5  

Distanee from snout tip to：  
人a  no5tril  
Ab  mouth  
Ac  eye  

Ad  spir且Cle  
Ae  ist gi＝ slit  
Af  pectora】fitl  

Ag  Ist dorsal spine 
Aム  pelv；e  
B．L．  uppr caudal origin 
B  Eye diameter  
D  l5t tO2nd dorsal叩ine  
E  Between dorsal dase 
F  Pectoral to gelvic 
G  Pelviぐ LoIoll・Cr eaudal  
H  2nd dorsa王 spine to upper caudalorigin  
Jb Inlernaldistan亡e  
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歯は幅広く1尖頭である。歯列は，縫合部を境にして金歯が外側へ向って傾斜する。また，上顎  

歯はやや内方へ向う（Platel参照）。   

体鱗は小さく比較的長い鱒毛状である。3尖頭を具え中央尖頭が長い。中央尖頭には前後方向  

に隆起線が走る。また，約30－35％の体鱗の3叉郡に直立状の尖頭がある（Plate2参照）。  

TabJe2、Denla）ft）rmlar of hcaked doKfish．D（T【川iL7 叩JL7Lil［（】  

Dental formlar 
Sample No．  T．L．  Sex  

Right  Center  Left  

561mm Male Upper jaw  

Lower jaw  

553  Male Upper jaw  

Lower jaw  

575  Male Upper jaw  

14   29  1  

1  

14   28  

13   28  

14   29  

】‘1   31  

14   28  

14   29  

15  

16  1  

Lower jaw  

658  Male Upperiaw  

1・l   

＝  1  

Lower jaw 

563  Male Upper jaw  

Lower jaw  

555  Fema王e Upperiaw  

15   

14  1  

14   29  

14   29  

ま4   28  

13   27  

15   29  

13   29   

15   29   

13   28  

Lower jaw  

550  Female Upper jaw  

Lower j8W  

578  Female Upper jaw  

Lowel・jaw  

583  Female Upper jaw  

Lower jaw  

625  Female Upper jaw  

Lower jaw  

14  

ト1  1  

13  

13  1  

15   28  

14   28  

13   28  

1  14   28  

15   29  

Ul）l）er jal＼・   1ニト  16  1  13仙14  

Loweriaw  13血15  13冊15  

生物学的な特徴   

全長と体重との関係 Fig．5は，会食と体盈との関係を季節別に表わしたものである。相関係  

数は，0牒4 ～0．97を示し相関性は高い。Tab13 にその関係式を示した。本式から金成70cm  

の個体の体蕊の推定値を求めたところ，貨季に敢も大きく秋季に敢も小さい。冬季から容翠にか  

けて増加傾向にある。   

全長組成 この海域から採納された本校の全長は，大部分が40～80cmの範問にある。大型の  

個体は4個体にすぎない。Fig．6は，この海域における本種の全長組成を示したものである。ど  

の季節においても雄の方が1～2体長級（5～10cm）大きい。しかし，採捕された散大全長の個  

体は雌である。   

体重と肝臓重畳との関係 Fig．7は，体蓋と肝肱窮鼠との関係を表した。両者グ）関係ほ次式  

で表わされる。   
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L，W．ニ0．204B．1吼－25．011 （㌻＝0．91）  

この式から，肝臓登畿は体蛋の20％弱と計算される。  
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Summer  

ん0  60  80  

Winter  
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Totollength（⊂m）  

F短．5．Relation bewteen T．L．and B．W．by seasons．  

T．L∴Tota】1ength．  

B－W．：Body weight．  

Table3．The re‡ation between T．L．andI∋．Ⅵr．   

Season  Eqtlation  
Coeff主cient  Estimate5  

0f cor．  oflヨ．W．（g）  

B，W．＝ 0∴摘8 ×10‾－3 T．L．3・754  

B．W．ニ 0．256 ×10血3 rr．L．3・6：i9  

軋 軋 ＝ 83．10 ×10服3 ′r．L．2・2‘用  

B，軋 ＝ 5．ユ62 × Hrh3 T．L．2・912  

T．L∴Totallength cm  

B．W∴ 80dy weight g  
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Fig．8．Composition of total】ength by seasons．  

90  
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Body 購函ht（g）  

F癌．7．RelatioIlbetwee11B．W．and L．W‥  

B，W．：Body weight．  
L．W．：Liver weght．   



熊野漱糎城におけるへラツノサメ   149  

分布の岬般的性状   

分布深慮 Fig．8ほ，各漁場における深度  

別釣確率を示したものである。本稜がどの位  

のところに生息しているかをみると，佼鹿沖  

漁場における採摘採皮ほ，300～800mである。  

この深度以深および以伐でほ全く採捕されて  

いない。深度500～600mにおける釣獲率が  

澄も商く5．54％を示し，51．5％のものが，  

この深度から採排されたことになる。次に，  

尾鷲沖漁場では，調査深度が浅く 300m以拭  

および700m以深については明らかでない。  

この漁場における釣塞率グ）変化傾向は，戊鳥  

沖漁場と輿なり株遣い状で，敢霧釣塵率を示  

す深度が明確に袈われていない。次に，阿田  

和沖漁場をみると，上述の2漁場に比べて釣  

獲率は低い。採摘採度は，300－600mでこの  

深度以深および以浅における探捕は全くない。   

水平的な分布 海底における本棟の分布型  

が，どのような状態であるかを確めるため，  

ポアソン分布の理論を適用した。Table4は，  

1姓の延縄の枝鈍ごとの釣塵個体数の分布の  

観察低f（x）とポアソン分布の理論値F（x〉  

を示したものである。Table4の値にもとず  

き，ズ2検定を行なった綾発は，7例中2例の  

P〔ズ2〕砥が0．8以上で適合度は非常に商い。  
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Fig．8．Ho（）ke（】rate atlOO m depthinterva】s  

by fishing grourld．  

また，2例が0．3－0，2以上でかなりよく過  

食している。適合度が低いと判断されるP〔ズ2〕低が0．2以下の場合ほ，3例にすぎなかった。   

垂直的な分布 Fig．9は，釣針の海底からの距雛（釣針別）とその釣獲翠を示したものである。  

海底に近い釣針の釣雑魚の数は，離れた釣針に比べて多い。海底からの距離が5～6mの釣針で  

螢も多雑ざれ，8～9mに位置する釣針が敢も少ない。しかし，泥威からの距樅が11mに達する  

敢上部にある釣針の釣獲魚の数もかなり多い。   

Breeding data   

性比 Table5は，本棟の性比を季節別に示したものである。冬季にのみ1：1（49．0％）であ  

るほか，どの季節においても雌の方が優勢である。4季を通じて金個体についてみると，98：131  

（57．2％）で蝉の方が優勢であると判断される。   

性成熟の大きさ Table6ほ，金成20mmごとに未熟および成熟個体の度数分布を示したもの  

である。雄では，721～740mmに適すると交接審の骨化が始まり，801～820mmに達した個体は  

成熟していた。しかし，雌でほ，80ト820mmであっても卵巣は非常に未熟で成熟に達していな  

い。この全反を越える雌の採才酌ま，2個体にすぎないため明確でないが，1001mmを越える大型  

個体は成熟していた。   
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TabIeヰ．Frequeney distribution of number of fish hookedi†1eaCh one b柑nCh  

of bot紬mlongline  
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Tab】◎8・Len射h frequency distribution ofimmature and mature specimen at20mm  

intervalim ガだα柁よ蔦 ぞgJα習fg乃α arOund Kumano－Nada  

151   

Male  Female  

ImmこIturC Malurc  Total  Immalurc maturc  tota）  
Totallength  
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961血980  

981鵬1000  

1  1  

69  6  75  119  1  120  

卵巣および子宮の状態 子宮内卯を有する個体は，冬季に尾鷲沖漁場において1個体採揃され  

たにすぎない。この個体の全長ほ115cm，卯数は友子宮に6個，有子宮に9個であった。大部  

分の個体の卵巣敦盛は、2－3g程度で子宮は糸状であった。一方，成熟雄の探捕は，2個体に  

とどまるが，これらの個体の交接器は完全に骨化し，その貯梢のうからは，精液状の液体が絞り  

だされた。   
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考  察  

この海域から採推されたへラツノサメかeα乃ぬegJα乃αのProportionに雌雄の適いほ認められ  

ない。そ・のProfileは次のようである。   

体色は漉い灰色または噛灰色である。尾鰭上薬先端部に白色部分がある。体は延長新平する。頭は  

縦節して濃く全長のおよそ猪に相当する。吻は長く嗣平でへラ放である（Plate3参照）。この研  

究で採捕された本棟の歯列様式とBIGELOWet al．（1957）が採録した本邦鹿へラツノザメガ側溝ね  

eg払乃g如の歯列様式28／（13－1－14）と比較すると，歯数に速いほない。しかし，下顎歯に中  

央麗立歯が記載されている。この違いほ，この研究の標本の全長がすべて55emを越えているの  

に比べて，BIGELOWet al．（1957）記載の標本の全長が30cmの小型であることから，成長に伴  

う歯列様式の変化が考えられる。また，歯列様式に雌雄の追いは認められない。体鱗は，へラツ  

ノザメ属Ge乃祝ββ細沢ねの特徴（GARRICK1960，CASTRO1983）をよく具えている。   

次に，全長と体盈との関係についてみると，季節的な違いが認められる。夏季に駿も大きく秋  

季に澄も小さい。この海域で採捕された個体の大部分が，未熟個体であることから考えると，生  

殖に伴う雌の体蕊変化であるとは考え難く，上層における海洋環境の季節変化に伴って起こるで  

あろう成層の飼料環境の変化が想定される。   

次に，この海域で漁礁の対象となった群れは，その体長組成から小型未熟爛体によって構成さ  

れているものと判断される。しかし，大型成熟個体が採挿されていることから，比較的近い海域  

に大型成熟個体の生息の場の存在が推定され，海域的，深度的なすみ分け現象が想定される。   

この研究から得られた本穏の分布深度は，300～800mで，主分布滞を 500～600mと判断す  

ることができる。この深度城はBIGELOW et al．（1957）が採録したへラツノザメ属Genu5月eα乃ぬ  

の採捕深度域（190～1785m）に含まれるが，GlⅥRRIK（1960）の紀赦した深度城（720～1080m）  

に比べてやや浅い。しかし，BASSet al．（1976）が記激した深度城（275～640m）より深くBIGELOW  

et al．（1957）が紀戦した本邦塵へラツノサメ伽α乃gαeggα乃油αの深度城（ユ90～360m）の2倍  

を越える。このように，飽海城の本属に含まれるサメ顆と比較すると，この海域のへラツノサメ  

瓜矧祓ユ関南扉ぬαの分頑澗度は比較的浅い。   

水平的な分布についてみると，観察條f（x）は，ポアソン分布の理論値F（x）とかなー）よく過  

食している。すなわち，分散示数（Ⅴ／m）の健ほ，1に近いかやや大きな倦を取り，ランダム分  

布もしくはやや幾中的な過程が想定される。垂直的な分布についてみると，海底に近いところで  

密度が淡くなっている。しかし，海底から離れたところにおいてもかなり淡い密度を示している  

ことば，東研のため海底からかなりの距離にまで上界するものと考えられる。この結果は，本椎  

が′酎こ菊底生活を営むものでないことを物語る。   

本校の繁殖生態については，まだ，未知な面が多く残されている。この海域の8reeding data  

からみると，へラツノザメ仇肌海eが測地の未熟な群れの性比は，周年にわたって此絶の方が雄  

に比べて優勢であると判断された。次に，成熟に達する個体の全長をみると，雄の方が雌に比べ  

てやや小型である。これは，雄の早熟性を示唆するものである。また，先にも述たが，Table 5  

は，本棟の未熟魚と成熟魚の間に，海域的，深度的なすみ分けの現象を示唆するものと考える。  

海域的，深度的に調査範囲を拡大することによって明確な解答が得られよう。   

卵巣と子宮の状態をみると，大部分が未熟な個体で占められていた。しかし，この梅墟から1  

個体ではあるが，子宮内卵を有する個体が採捕されたことは，比較的近い海域で繁殖活動が行な   



熊野灘纏械におけるへラツノサメ  153  

われていることを物語っている。  

本調査研究に御協力いただいた三盛大学水産学部勢水丸陣野哲郎船長をはじめ乗組員の方々に  

厚くお礼申し上げる。  

要  約   

1981年4月から1983年10月の間に，底延縄を用いた42回の漁強調塞が熊野灘海域において行な  

われた。その漁塵紙果を解析したところ，へラツノザメ仇w流＝脚如漬偶に関する次の事項が  

明らかになった。   

1．底延縄による漁獲駒姦の深度は，200～1100mであった。   

2．採描きれたへラツノザメ仇棚減＝料如浴礪は281個体であった。   

3．雌雄間で形態的な違いは認められなかった。   

4．この海域の群れほ，未熟な小型の個体で絨成されている。未熟魚と成熟魚の海域的，深度  

的なすみ分けの現象が推定された。   

3．この海域における分布深度ほ，300～800mである。主分布深度は500～600mである。   

6．水平的な分布（分布彗曇）は，ランダムもしくはやや糸車的な分布であると判断された。ま  

た，垂姦的には，海底からかなりの距離（少なくとも11mを越える）まで上昇し摂碑を行なって  

いるものと推定された。   

7．この海域における未熟個体の性比は，周年を通して雄の方が優勢である。   

8．雄では，801～820mmに適すると成熟個体が現れる。しかし，雌では，801～820mmを越  

えても未熟である。雄の方が早熟である。また，子宮内卵を有する成熟雌（全長115cm）が1個  

体採納された。子宮内卯数は，有子宮に7卵，友子偏に8卯であった。  
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pla七el．Pl10tOgraph o仁叩per andlower teeth・  
（Female，abo11t650mm）  

Plate2．Photograph of denticIcs fromside bclowIst dorsalfin・  

Pl8te3．Beaked d絹fish，Deania eglantina，650mmimmature male caug】－t行omKumano－Nada・   




